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W13a 比例計数管ガス増幅率のX線吸収位置への依存性
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キセノンガスを用いた比例計数管において、X線吸収位置によって異常なガスゲインを示すという現象が発見
された。直径 10μmの芯線に 1600Vを印加した場合、芯線から７mmのところで止まった X線からガスゲイ
ンが増加しはじめ、芯線近くでより大きくなり、３mmで通常の 1.2倍に達した後、それより芯線近くで止まる
と小さくなる。本現象はタングステン芯線でも起こるが、PRガス (Ar,CH4)では起こらないことからキセノン
ガスに強い関係があると考えられる。


